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平成元年度の地質調査所特別講演会が昨年10月17目

(火),当所の二階大会議室で開催されました･1988年10

月に大幅な組織改編を行った当所では,グロｰバリズム

の欠きた流れの申で今後どのように当所の役割を果して

いくかについて引きつづき検討を続けております.

この講演会は,このようた背景の下で,関連する分野

の方々との意見交流の拡大を目指して開催されたもので

す.

今回は,嶋崎吉彦氏(日鉱探開株式会社顧問)と南部松

夫氏(東京理科大学教授)両氏にご講演をいただきまし

た･講演会では石原所長の挨拶の後,始めに嶋崎氏から

グロｰバルた視点からのご講演,ついで南部氏から当所

にご寄贈いただいた南部鉱石標本にまつわるお話と今後

への期待についてご講演いただき,盛況のうちに会を終

了いたしました.いただきました貴重だこ意見は,わた

くL遠の今後への検討の中で参考にさせていただきたい

と思います.

以下の講演集は,企画室の責任で記録･編集したもの

で,当日講演会に出席できたかった方々,その他の方六

にご参考にたれぽと,ここにとりまとめたものです.

｢地質調査所の国際活動への期待』

嶋崎吉彦1)

ご紹介いただきました嶋崎でございます.懐かしい皆

様にお会い出来,たいへん嬉しく又,同時にこういう演

題で皆様にお話するのは,大変光栄に感じる次第でござ

います.私は,地質調査所に長い間お世話にたりました

が,鉱床部(現鉱物資源部の前身),海外地質協力室(現

国際協力室の前身),そして最後には海洋地質部に在籍い

たしました.

地質調査所在職中には,いろいろだ事がありましたげ

れど,初めて国際的た活動に関与したのは,昭和30年代

の初め頃にたります.これは実は,私の本心ではたくむ

しろイヤイヤたがら,国際的た活動に否応たLに引きず

り込まれましたカミ,仕事をやっているうちに,昔っかく

やるたら,日本の地質調査所を是非とも世界の地質調査

所にしてやろう,というようた夢を抱くようになりまし

た.それ以来,国際協力に何らかの関係をもちつづげて

参りました.

今日は,若い方もずいぶん屠られるので,地質調査所

の国際活動についてお話しするときに,これまでどうい

う過程を経て,今日まで発展Lて来たか,ということを

ふり返るのも,無駄ではたいかと思います.

地球とか地殻を相手にする立場からは,言うまでもた

い事ですが,国際的,グロｰバルた視点を持つことが自

然に求められます･地質調査所では,非常に早い時期か

ら国際的た活動が行なわれています･1895年,地質調査

1)元所員:現在日鉱探開株式会社〒106東京都港区西麻布
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写真1

ECAFE東京会議関係者が来所の折に撮影された当時の写真(1953年4月,地質調査所河田町庁舎において)

所の創立13年目にあたる明治28年のことでありますけど

も,私の知る限り,最初の海外での調査活動が行次われ

ております.記録に,巨智部さんという大先輩が遼東半

島で資源調査を行なったということが残されておりま

す.それ以後,断続的,小規模ではあり,地域もアジア

大陸とか東南アジアに限られておりましたげれども,太

平洋戦争の終わり頃までに相当の仕事がなされているよ

うであります.これらの内容については,詳細は調べて

おりませんげれども,資源に関して相当たインパクトを

与えたことは事実であります.

戦後,1945年から10年間は,戦後の復興に手いっぱい

の時期でした.地質調査所も,当時最大且つ唯一と言っ

ても良い国産エネルギｰ資源である石炭資源の調査に忙

殺されておりまして,国際的た活動は不活発でした.し

かしながら,この間に,ひとつだけ特記すべきことがあ

ります.それは,1953年に東京で,当時のエカフェ(現

ESCAP国連アジア太平洋繕済社会委員会)のアジア地域鉱

物資源開発会議が行たわれたことであります･

ECAFEと申しますのは,国連のアジアの出店のよう

な機関でありまして,業務範囲から言えば,通産省･農

林省･厚生省の仕事に跨がるようたことを･国際的な規

模で行なっている組織であります･私が,この会議の開

催について強調したいことは,次の理由によるからで

す.日本が正式にECAFEに加盟したのは,鉱物資源会

議開催の翌年,1954年のことであり,国連への日本の加

盟カミ総会で可決されたのが1956年,実際に手続きが終わ

ったのが1957年でありました.すたわち,国連に加盟す

る4年も前に国連の会議が日本で開かれ,これはもちろ

ん,国連の会議が同本で開かれたのは戦後初めてであり
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ますげれども,それが鉱物資源関係の会議だったという

ことであります.そして,主催は外務省にたっておりま

すげれども,実質的た対応は,地質調査所が行たったわ

げであります.このことは,先ほど申し上げましたよう

に,戦前,小規模ではありましたけれども,きちっとし

た海外調査を我次の先輩たちがしておられ,そのインパ

クトが残っており,アジアでは,日本の地質調査所,日

本の地質専門家の存在感が,すでにその頃あったと考え

てよいのではたいかと思います.

1950年代の半ばから60年代の中頃までは,日本の地質

調査所の海外活動が徐六に活発化し始めた時期でありま

Lて,準備期,あるいは揺藍期といっても良い時期にあ

たります.ただしこの時期の活動は,ほとんどすべて,

国連,あるいはECAFEに関連したものであり,地質調

査所独自,あるいは日本独自で行なった仕事というのは

ほとんどありません.これは日本だげではたく,世界各

国とも同様でありまして,例外は,アメリカ･ソ連･イ､

キリス･フランス･オランダの戦勝国5ヵ国ぐらいだと

思います.これら以外の国々では,自力で国際的た活動

をする余裕は全くたかった時期であります｡その頃,ど

ういう仕事をしたかと言いますと,ECAFEが企画調整

し,アジア各国の鉱山局･地質調査所が協力して,金属

･石炭･石油等の資源に関する基礎的た地質デｰタの収

集,広域地質図の編纂,セミナｰの開催,探査･生産活

動のレビュｰ,など現在で言えば情報活動が相当活発に

行なわれておりました･このようた業務を通して･ある

意味では地質調査所の国際活動の基礎ができたというこ

とが言えると思います･

ここで申上げた仕事の成果もさる事たがら,欧米先進�
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写真21961年国連主催で当時の地質調査所溝の口庁舎で開催され

た,国連主催による航空調査技術に関する講習会の1シｰ

ン(写真向って左端は渕本正隆氏･アジア航測㈱,一人お

いて右端は故W.A.Fischer博士･USGS)

国の専門家もカ回わった,アジア地域の地質資源関係(実

質的には地質調査所)会合を2～3年毎に開いて,討論･

交流の場,フォｰラムを提供した事が,当時のECAFE

の最も欠きた功績であったと思います･これによって,

欧米とアジアの地質調査所が,お互いに連絡が密にた

り,連帯感をもつ様にたりましたし,情報交換と人事交

流の基礎が出来だからであります.そして人的交流こそ

が国際協力の基本だからであります｡このフォｰラムは

1970年代後半の,国連の会議構造の簡素化の結果たくた

りました.現在は,後で申上げる｡coP/EAと｡coP/

SOPACが東アジアと南太平洋でのフォｰラムの役割を

果しておりますが,アジア全体の交流の場がたくたった

のは残念であります.

この頃の研修関係の成果としては,航空調査が挙げら

れます.当時欧米では盛んにたっておりましたが,アジ

アでは殆ど実施されていませんでした.そこで1961年に

国連の主催で,溝ノロの当時の地質調査所庁舎で,米国

とカナダの地質調査所から講師を招いて,日本とアジア

の地質技師20名前後に50局間講習会を開きました･これ

はアジアヘの初めての本格的た航空調査技術の紹介で欠

きたインパクトを与えましたし,非常に欠きた成果があ

がったと思います.

この間,日本の組織としては,1962年に国際協力泰業

団(JICA)の前身に当る,海外技術協力事業団(OTCA)

ができました.その頃から,日本政府の技術協力が始ま

り,試行錯誤が行なわれるようにたりました･先進国と

の関係で申しますと,地質調査所は,当時は留学生を送

り出して教わることが唯一であり,共同研究をするよう

た状態ではたかったわけでありますが,一方では,専門

家派遣がそろそろ始まりまして,アフガニスタン,ECA

FE,そしてサウジアラビアには4名の調査団が出るよ

うにたりました.地球科学の技術協力は,日本と全く異

る地質環境で仕事が出来るわげで,他の分野とは違った

科学的た意味と魅力のある事が,はっきりしましたし,

この時代が,地質調査所の国際的た活動の基礎固めが出

来た時期,という感じがいたします･すなわち,国連,

それからアジア各国の地質調査所などで,日本の地質調

査所の存在が認識され,多少重くみられるようにたって

きた時代だと思います･

1960年代の後半から70年代前半にかけては,これは発

展期と言って良い時期だと思います.依然,国際機関が

重視されていましたし,それから依然として,鉱物など

資源が重視された国際活動ではありましたげれども,地

質調査所は非常に積極的に動くようにたりました.この

期間に,地質調査所の地質専門家は,先進国の地質専門

家と共同で仕事をする端緒を掴んだと思います｡1970年

代の前半から中頃にたりますと,地質調査所では,わが

国独自のプロジェクトを作ろうという,意欲が出てきた

時期にあたります.他方,この時期になりますと,各国

とも今までECAFEたどで行なってきました情報収集で

あるとか,講習会に対する受けとめ方が多少変わってき

ました.と,申しますのは,講習を受けるために外国へ

行げる機会が増し,アメリカやヨｰロッパに研修生を送

り込むことが容易にたったということがあげられます･

また,かつて高い精度を誇ったECAFEの鉱業統計にし

ましても,各国が独自で手早く出せるという状況にた

り,わが国に対しては,むしろオペレｰショナルな活動

が要求されるようにたりました･そして,1966年に沿岸

鉱物資源共同探査調整委員会(CCOP)が出来たわげで

写真3鉱物資源調査の一1環として,ラオスサラカム北方でのボｰ

リング調査に携わる澤田秀穂元所員(当時ECAFE事務局

勤務)･向って左から2人目.左端は国連バンデソホｰフ氏.

澤田氏の右はブアノムラオス鉱山局長とフランスBRGM

から派遣されたボｰリング技師フリｰ氏(1969年2月撮影)｡
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す･CCOPは,御存知の方が多いかと思いますが,当時

は,今とちょっと違いまして,大陸棚の石油と砂鉱床が

もっぱら海底資源の対象であり,主にこれらを対象とし

た情報収集と,いろいろだオペレｰショナルな活動をや

ろうということで,こういう組織を作り,日本では地質

調査所が担当しました.

CCOP初期の非常に欠きた成果としましては,アメリ

カの援助で,目･韓･台の参加のもと,CCOPが韓国の

釜山から長崎,そして台湾まで調査航海を実施しまし

て,地震探査をやったわけでありますが,そのときに,

尖閣列島の周辺で,石油を胚胎する可能性のある構造が

広く分布することを発見したことがあげられます.この

発見は後に,尖閣列島の領有問題などについて,中国と

日本でいろいろた交渉が行なわれる端緒を作りました｡

すたわち,CCOPへの地質調査所の協力の一つとして,

印刷した技術報告書(Technica1Bu11etin)第2号に載っ

たレポｰトが,その後のいろいろた国際政治的動きにま

で発展した端緒を作ったのであります･1973年にたりま

すと,地域鉱物資源開発センタｰ(RMRDCブが出来ま

した.このセンタｰでは,回本から二人,ドイツ･オラ

ンダから一名たいし二名というように,先進国から地質

･地球化学･地球物理などの専門家が出まして,各国の

要請に応じてプロジェクトに対するアドバイスや技術援

助を行なったわげであります.これとCCOPでの活動

が,日本の,特に地質調査所の人達が先進国の人達と同

等に肩を並べて仕事をすることにたった,最初だと思い

ます.

地質調査所内の組織では,1967年に海外地質調査協力

室(現国際協力室)が出来,海外活動がさらに活発にな

りました.専門家派遣で申しますと,1967年頃には,そ

れまでに比べ人数が倍増致しまして,毎年180人/月位,

送れるようにたりました｡1973年には,工業技術院に国

際研究協力官(現国際研究協力課,ITIT)が設置されまし

て,日本の発案による,地質調査所が得意た分野での国

際的な研究協力の実施体制が出来ました･1974年には,

先ほど申しましたOTCAがJICAに編成替えにたり,

日本も本格的に海外活動に動き始めたわげです.

1970年の後半以降は,これはもう本格的に地質調査所

が国際化に向けて動き始めた時期と言って良いと思いま

す.ただ,この頃になりますと,非常に変わって来た事

は,途上国でも,先進国でも,それまで資源一辺倒であ

った国際協力の対象が多岐に亘るようにたり,多面的た

協力が行たわれるようにたったことであります.その一

つは環境問題であり,他は基礎的た地質の研究でありま

す.もう一つ,われわれから見ますと,活動する範囲が

非常に広くたって来たことがあげられます｡それまでは
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どちらかというと,殆ど東アジアに限られていた技術協

力対象国が,中南米やトノレコを含んだ地域にまで広がっ

てまいりました.!979年には,それまで中国が外国の地

質専門家を国の中へ入れたいという状況だったのが変わ

ってまいりまして,東アジア地域でそれまで空白とたっ

ていた地域が,研究対象になりうるようにたりました.

もう一つ,日本が地質調査所を通して南太平洋で本格的

な海洋地質に関する研究協力を始めたのも,この時期で

あります｡

これらの研究協力の成果は,最近,収穫期に入ってま

いりました･例えはわれわれが協力して来た世界地質図

委員会のアジアの地質構造図やアジアの鉱床生成図であ

るとか,環太平洋マッププロジェクトの成果だと,正確

た数は存じませんげれど,10編以上成果が出版されまし

た.ESCAPでも,1980年代の初めには,毎年一枚ずつ

位の割合で,地域地質図が出来てくるようになりまし

た.もう一の収穫は,アメリカの地質調査所(USGS)と

1985年に研究協力場定(MOU)を結んだことでありま

す｡それまで,他の国々の地質調査所の間では,そうい

う協力協定が結ばれて,割に自由た交流があったのです

が,日本の場合には,たかなかシステムがうまく作動し

ませんでした･わが国では,地質調査所長レベルでは外

国と公文を交換しサインするのは難しかったのですが,

今から4～5年前に,やっとそういうことが出来るよう

にたりました.

以上のように簡単ではございますが,これまでを振り

返ってみますと,地質調査所は,戦後,国連に頼って欧

米に学び,国際舞台に足を乗せたいとあがいたのが1950

年代からでありますが,それからたんとか自立して独自

のカラｰを出すように努力し,1980年にたりますと,こ

れはもう,堂々たる国際的た存在にたったといえるので

はたいかと思います｡現在ではアジア,特に東アジアの

地質調査所の間では,非常に大きく重きをたす存在にた

っていると言っても,過言ではたいと思うわけでありま

す.

国際活動を論ずる際に,日本の地質調査所の置かれて

いる立場を外国,特に先進諸国の地質調査所と比較する

のも,無駄ではないかと思いますので,ごく簡単に申し

ますと,他の国では地質調査所が統一的にやっている国

内外の仕事を,日本では地質調査所の他に金属鉱業泰業

団･石油公団･新エネルギｰ産業技術総合開発機構(NE

D0)だとが,夫々分担して活発にやっているという特徴

があげられます.この点は国際プロジェクトを計画する

際に重要たfaCtOrに次ると思いますL,地質調査所の

特徴,強みを充分活かした活動を考える必要があるので

はたいかと存じます.�
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もう一つ,強調しておきたいことは,地質調査所は国

の基本的た機関であり,世界各国にあるということで

す.アジアで言いますと,独立国で地質調査所のたいの

は,シンガポｰルだけで,他の国には全部あります･南

太平洋の人口2万5子とか,そのくらいの小さい国でも

一人か二人,これは欧米人の場合が多いのですが,地質

専門家がいて,地質調査所の仕事をやっているところが

結構あります･そういうわけで,各国の地質調査所同士

の連帯感というのは,相当強いものがあります.例え

ば,西ヨｰロッパの地質調査所は,地質調査所長クラブ

みたいたものがありまして,気楽に付き合い,時には大

ゲソカをしたり,面白おかしくやっております･アジア

ヘ参りますと,ASEAN諸国では,やはり,一つのグル

ｰプみたいなものがありまして,しょっちゅう会って,

いろいろだ事をやっているようであります.南太平洋に

は,これまた一つのグルｰプがあり,フィジｰあたりが

音頭をとって,地質関係者の集まりを持っております.

それからアメリカ大陸にたりますと,米州(北米･中南

米を含めて)地質調査所の職員の集まりみたいたことが,

ひんぱんにもたれているようであります･たたし,西ア

ジアでは,連携は余り密接ではたさそうです.日本の地

質調査所に関しては,CCOPが東アジｰアの唯一の地質調

査所連合とたる機関で,大いに利用されると良いと思い

ます.

このようた認識をもとに致しまして,私が地質調査所

に期待する国際活動について日頃考えている事を申しあ

げたいと思います･まず,地質調査所に,日本の地学関

係の国際活動の一つの中心になってほしい,ということ

であります.これに尽きる訳であります･それにはどの

様た方策があるのか?

まず,現在の日本の状況の中で,国際活動を展開する

のに,地質調査所の最大の強み,最大の利点,武器は何

か,という事を考える必要があると思います.私は,こ

れは先程申上げた世界各国の地質調査機関相互の連繋･

連帯感だと思います･これ以上の強みはたいのではない

かと思います.これは,グロｰバルたネットワｰクが作

れると云う事であります.作る事が可能ではなく,その

お膳立ては出来ていると申しても決してオｰバｰではた

い状況だと思います.これは他の機関では真似の出来た

い事であります.この強みをフルに活用し,かつ日本の

地球科学･資源･環境研究に地質調査所が最も貢献出

来,特色を発揮出来るプ回ジェクトは,地球科学的観点

からの情報のintemationa1depositoryを作る事ではあ

るまいか,と考えます.既に地質調査所では,鉱物･地

熱資源,基礎的た地球科学関連のデｰタベｰスを構築し

ておられます.これは,極めて貴重であって,各国との

情報交換を含めて,あらゆる意味でこの情報センタｰ活

動の核となるでありましょう｡この様な情報活動は,地

質調査所の色々た活動に益する事が大きい事は勿論であ

りますが,地球規模の環境問題が,各国政府の非常に欠

きた関心事にたっている現在,地質調査所が国際的活動

を大きく展開する基礎にたるものと確信している次第で

あります･数年前,アメリカ,カナダ,イギリス,西ド

イツなどの地質調査所が特定の鉱物資源のデｰタベｰス

を協同で構築するプロジェクトを実施しておりました.

当時は先程述べたMOUの締結も出来ず,この仲間に入

るのは困難た状況にありましたが,今は違う筈です･機

は熟していると思います.是非共現役の皆さんにお願い

したい次第であります.

今将来の活動について,私の希望を申上げました･勿

論,現在大変活発に有効な研究調査プロジェクトを海外

で実施しておられ,盛んだ国際的人事交流も実施してお

られる事は承知しておりますL,今後も強力に推進して

行かれるものと,誠に心強く思い,敬意を表するもので

あります.又,万国地質学会議(IGC)について,先ほ

ど,所長のご紹介にもございましたげれども,これが

1992年に京都で開かれることが決まり,その準備や運営

の中心に,地質調査所がたるということでございます.

これは大変た仕事であると思いますげれども,お引受け

にたった皆さんには,深甚た敬意を表します･IGCにつ

きましては,初めて島弧地域で開かれるとか,初めて東

アジアで開かれるんだとか,いろいろ言われております

げども,地質調査所にとっての,基本的メリットは･世

界の地質学会において,全世界から来るIGC参加者に,

冒本の地質調査所をはっきり認識させて,エスタフリッ

シュすることだと思います.個々の研究者の皆さんにつ

いては,それぞれ,世界の一流の人達と人脈を作るとい

うようたメリットがあります.かつて,1970年に国際鉱

物学会･国際鉱床学会が開催されましたときに,当時,

地質調査所の若い研究者達は,得るところがずいぶん多

かったのですが,同様の意味合いで,私は期待しており

ます.

最後に,国際的た活動は,継続性を持たせて行なって

いただきたいということをお願いしたいと思います･地

質調査所には,今後,研究協力協定(MOU)にしても何

にしても,今まで積み重ねて来られたものを継承してど

んどん発展させていくという方向に,持っていっていた

だげれぽと思っております.プロジェクトの運営である

とか,新しい技術の国際的展開であるとか,デｰタｰべ

一ス,それから各国の地質調査所との交流の基盤,ある

いは連絡網というようたもの･は,ほぼ出来ているわげで

ありますし,地質調査所が今後の継続的発展に必要たノ
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ウハウは全部持っておられると,私は認識しておりま

す･私は,微力ではありますげれども,もし,お手伝い

することが出来れば,何でもお手伝いしたいと思ってお

ります･地質調査所の今後の太いたる発展を期待して,

私の話を終わらせていただきます.

たお,本稿掲載の写真は,国際室ならびに沢田秀穂氏

から提供頂きました.記して御礼申上げます.
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